
・点　鐘　馬場会長

・ソング　手に手つないで

【会長報告】

　第２回目のクラブ協議会です。発表される委

員長さん、是非よろしくお願い致します。

　私も今日がこれで最後のご挨拶ということで

少し寂しい感じもします。開会５分前の緊張感

と、点鐘前、皆さんの眼がワッと私に集まった時

の感じはなかなか味わえないものだと思います。

今日は第３１２３例会。私の例会が第３０７２例会

に始まって５１週。祝日週、振替等の休会を除き

ＩＭを含めて３７回の例会を無事に終えること

ができました。これも神田幹事、川口ＳＡＡ、

そして会員の皆様のお蔭と思って感謝申し上げ

ます。

　会長をやらせてもらって一番印象に残ったの

はやはりガバナーの公式訪問例会だったのかな

と思います。何回も言って申し訳ないのです

が、深谷のガバナーだったもので、７月３日に

新札が発行される渋沢栄一のことを絶対におっ

しゃるだろうなと私は思っていて、その中で、

飯能と深谷の繋がりと言えば渋沢平九郎。飯能

戦争で能仁寺から顔振峠を越えて越生の黒山で

自決した平九郎のことを思ったものですから、

つい、公式訪問の時にその話をしてしまい、そ

れが縁で髙丹ガバナーとも仲良くなれまして、

会う度に「ガバナー、飯能の平九郎ですよ！」

とか言うと「おお！」と言って。でも「平九郎

はもっと背が高くてすごいいい男だったんだよ

な」とか小さい声で言ってるのを聞いたことも

あります。そういうことで、１年、ガバナーと

も楽しく、そして深谷ＲＣの寺田会長とも大変

仲良くなれて、私の財産だと思っております。

　７月からの森年度は６０周年事業に向けてい

ろいろやらなければならないことがたくさんあ

ると思います。私も来年の４月に向けて何とか

森さんに成功をして頂きたく、「希望を繋ごう」

というテーマを出させて頂いたのですが、いく

らか希望を繋ぐことができたのかなと、このよ

うに思っております。

　１年間、セミナー等で地区に出ていろんな方

と出会ってお話ができ、勉強会も「ああ、こうい

うことをやるんだな」というのを知って、会長

でなければできない経験をさせて頂きました。

ロータリーソングには「どこで会っても　やぁ

と言おうよ」とありますが、どこで会っても

「会長！」と言われました。来週からはどこで

会っても“普通のおじさん”という感じで寂しい

のですけれども、このような経験は会長をしな

いとできなかった、人生の中でもこういうこと

は二度とないのかなと思っております。これも

１年間の皆様のご協力があったからこそと思っ

ております。心より御礼申し上げまして最後の

「会長報告」とさせて頂きます。有難うございま

した。

　

【幹事報告】

　矢島（高）パスト会長が復帰されました。身体

を大切にしながらロータリーライフを楽しんで

頂きたいと思います。これからまたよろしくお

願い致します（拍手）。今年度の役員・委員長は

「年次報告」を７／１７までに事務局に送信して

下さい。本日１８時「旬彩香」での反省会に参

加される方はよろしくお願い致します。

　これで「幹事報告」を終わらせて頂きますが、

１年間有難うございました。

　

【報　　告】

◎次年度会長　　　　　　　　　　　　　森君

　何か月か前の次年度座談会あるいは委員長会

議、理事会等で細則の改定および会費の改定に

ついてはずっと説明をしてきました。６月理事

会で承認を受け、その後の例会で皆様には文書

で通知してありますので内容はすでにご存じか

と思います。細則第１３条によると、文書でお

知らせしてから１０日経った後の例会において

賛成の拍手を頂くことになっております。会費

を２万円上げさせて頂きましたがこれで潤沢に

なるかと言うと決してそういうことではなく、

あまり予備費が残らないということになるかと

思います。改めて賛成の方は拍手をお願い致し

ます（拍手）。有難うございました。来月から森年度

ということで１年間よろしくお願い致します。

　実は「行動計画会議」というのが今年から始ま

りました。単年度ではなく少なくとも３年間の

行動計画を作れということで、私と中里（忠）さん、

市川さん、馬場さん、矢島（高）さんの５名で会議を

行います。推進者としては市川さんにお頼みし

て、実はその「推進者会議」も今度あるので、改

めてまたお知らせをします。地区での会議が増

えてしまいますがよろしくお願い致します。

◎次年度幹事　　　　　　　　　　　　大﨑君

　長らく休会されていた間邉会員がいよいよ来

週から出席されます。リハビリ中の服装等にな

るかと思いますが、全く問題はありませんので

大歓迎でお迎えしたいと思います。

　ＢＯＸがＡＢＣ順で見づらいため、来週から

はアイウエオ順に変わります（一部取りにくい

方は別枠）。使い易さを念頭に変更させて頂き

ますのでよろしくお願いします。

【委員会報告】

◎６０周年実行委員会　　　　　　　　 土屋君

　例会後、全体会ということで、担当委員長に

集まって頂き、スケジュールの再確認、計画、

組織表についてお話をしたいと思います。よろ

しくお願い致します。

【出席報告】無届欠席１　　 山口出席向上委員

【Ｍ　　Ｕ】

６／２５（日高）馬場君、神田君

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・１か月振りに例会に出席することができまし

　た。皆さんよろしくお願いします。矢島（高）君

・早退します。　　　　　　　　　　佐々木君

・１年間有難うございました。会員の皆様の温

　かいご協力に感謝申し上げます。

　　　　　馬場会長、神田幹事、中里（忠）副会長

　　　　　　　　森会長エレクト、川口ＳＡＡ

本日計１７，００１円、累計額１，００２，５０２円。

◎３日例会当番は半田、細田（吉）会員です。

【バッジ引継式】

・閉会点鐘　馬場会長

《第６０期　第３回クラブ協議会（２）》

司会：馬場会長

◎吉島一良クラブ戦略計画委員長

　当初の計画では、クラブ

奉仕、ロータリー情報委員

会と協力して、これからの

ＲＣを模索していきたいと

書いてありましたけれども

新井、吉田（行）委員の了解を

得て次の事業を実施致しま

した。昨年１１／２２ロータ

リー情報、クラブ奉仕、出席向上委員会と共に

「第１回炉辺会談」を開催致しました。私の方と

しては、アメリカの歴史とシカゴの生い立ちを

含め、ＲＣの目的について話させて頂きました。

今年４／１５「第２回炉辺会談」をロータリー情報、

クラブ奉仕委員会と開催致しました。その時は

「四つのテスト」について、その生い立ちと、「テ

スト」はあくまでも単数、〈４つの方向から見た

１つのテスト〉であり、必ずしも４つ（のテスト）

を満たす必要はないということを話させて頂き

ました。４／２４担当例会で「ＳＥＲＶＩＣＥの由来

について」というテーマで卓話を行いました。

ＷＡＳＰから始まりマルティン・ルターの「天職」、

キリスト教の「原罪」にまで遡ってＲＣのサービ

スについて話をさせて頂きました。ＲＣの根幹

である「利他の心」「寛容」についても触れ、

結論として「五大奉仕」ではあるけれどもＲＣで

大事なことは職業を通じて奉仕を実践すること

であり、職業奉仕抜きにはＲＣは理解できな

い、あり得ないということをお話させて頂きま

した。個人的な意見がやや強かったのですけれ

ども、新井、吉田（行）委員には前もって話をし

て了解を得て話させて頂きました。１年間有難

うございました。

◎加藤義明社会奉仕委員長

　木川、間邉、田中、鎌田、

服部委員と担当。来年度、

飯能ＲＣ６０周年を迎えるに

あたり馬場会長より「社会

奉仕活動の継続事業、例え

ば『子ども食堂』を中心に

検討するように」との用命

を頂きました。担当例会において、その分野に

精通されている関田直子氏を講師に迎え、「飯能

市内の子ども達の現状とロータリークラブに期

待すること」という題で卓話を頂きました。そ

の中で、「子ども食堂」に限らず、飯能市内には

いろいろな困窮をされている子ども達が多く居

ることも知りました。馬場会長、森次年度会長

ともいろいろご相談させて頂きながら、「子ども

食堂」という一つの団体に特化してそこに支援

をすることはなかなか難しい、それよりもその

ときどきに合った支援の方法とかを広く考えた

方がいいだろうというようなことも含めまし

て、「社会福祉協議会」に時代と共に対応がで

きるような支援をお願いすることとして、飯能

ＲＣからも支援をさせて頂く方がいいだろうと

いうような方針とさせて頂きました。次年度、

森会長、社会奉仕委員会の皆さんには、よりブ

ラッシュアップをして頂いて、継続して頂けれ

ばというふうに思います。その他、「第３４回せ

せらぎ杯中学生卓球大会」への協力、「歳末たす

けあい募金」をさせて頂きました。１年間有難

うございました。

◎大野 康環境保全委員長

　杉田、藤原委員と担当。

「水と衛生月間」の３／６中村

力教育長から「飯能市の環

境教育の成果と展望」と題

して卓話を頂きました。こ

れまでの飯能ＲＣからの支

援が大きな成果を上げてお

り、今後も継続して支援することの意義を改め

て確認することができました。５／２飯能市環境

教育のために１０万円を市に寄付致しました。

飯能市の小・中学生のために有効に使われると

確信しております。「飯能新緑ツーデーマーチ」

天覧山・多峯主山１０キロコースに参加しまし

た。会員と家族１２名で豊かな自然環境を満喫

して、この環境を保全していこうという気持ち

を新たに致しました。以上の活動を通して、豊

かな環境を保全して次世代へ希望を繋ぐことが

できました。皆様のご理解ご協力に感謝申し上

げます。

◎沢辺瀞壱国際奉仕委員長

　年度初めに委員長の大野正幸さんが急にお亡

くなりになり、私が跡を受けたわけでございま

す。１１月、入間南ＲＣ主催

の一般公開例会が開催され

会長幹事と出席致しまし

た。ウクライナ出身の講師

の方が大変熱のこもったお

話をされまして、世界情勢

の厳しさとウクライナ支援

の必要性、平和な世界を目

指すということについて心から感動したところ

でございます。２番目としまして、新しい会員

の皆様が増えていることから、当クラブの国際

交流の歴史を振り返りました。一つには、韓

国・東清州ＲＣとの交流再開につきまして、ブラ

ンクもあることから交流を中断するという決定

を理事会でして頂きました。次に、ベトナムと

の交流事業は６年間にわたって続けられたもの

で、ベトナムの学校にＰＣを贈るという大きな

事業でした。現地の子ども達にも大変喜んで頂

き、国家としても大変感謝をしているというふ

うな評価を得ております。この事業の実践者で

当時の委員長だった藤原秋夫さんに卓話講師を

して頂きました。「飯能市国際交流協会」とは

本年度も交流を続けるよう心がけ、留学生のス

ピーチコンテスト、あるいは、ブレア市との交

流の歴史の会等に出席を致しました。

◎原島伊佐夫青少年奉仕委員

（都築敏夫委員長代理・代読）

　原島、秦委員と担当。飯能

ＲＣの冠事業として「第３回

飯能ＲＣ杯少年野球大会」

に対しまして、盾、メダル、

軟式球を贈呈し、大会を支

援致しました。また、「飯能

ＲＣカップ第３４回せせらぎ杯中学生卓球大会」

に対しまして、盾、メダル、試合球を贈呈し、

大会を支援致しました。卓話につきましては、

講師を「一般社団法人カプリチョーソ」理事の

熊坂汐莉さんにお願いし、カプリチョーソが実

施している〈地域の居場所〉としての「きまぐ

れ駄菓子屋」「子ども食堂」についてお話を頂き

ました。１年間ご協力有難うございました。

◎吉澤文男会員増強委員長

　鈴木（康）、内沼委員と担当。

会長方針である「希望を繋

ごう」を踏まえ、継承、発

展と充実した活動を維持し

ていく上で、魅力ある人材

が必要かと考え、あらゆる

年代、しっかりとした志の

ある方を推薦できるように、会長幹事にも同席

して頂きながら会議を重ねて参りました。お蔭

様で、皆様のご協力により鎌田泰由さん、服部

融亮さんの、２名の入会を達成することができ

ました。有難うございます。今年度、候補者リ

ストに挙がっておりました方を次年度・天ヶ瀬

委員長に引き継ぎまして、増強に繋げて頂けた

らと考えております。１年間ご協力有難うござ

いました。

◎増島宏徳会員選考委員長

　矢島（巌）委員と担当。量よ

り質ということで２名の素

晴らしい方をご推薦頂き選

考致しました。馬場会長に

は、もっと入れれば良かっ

たなという気持ちがあると

思いますが、やはり今どき

の状況を考えまして“いい人２人”というのも

よろしいのではないかということで、２名です

が、服部さんはもう定評がありますから、その

２名の方に頑張って頂いて、ＲＣを盛り上げて

頂きたいと思います。

◎小川晃男職業分類委員長

　細田（伴）、半田委員と担当。

割合最近入会された方も多

いので、「職業分類表」をひ

と通りチェックして直せる

ところは微調整して直し、

年度開始に間に合わせたと

いう状況でございました。

皆さんご承知の通り、本来ＲＣというのは職業

人の集まりでして、当初は“一業種一人”とい

う厳しい原則がございましたが、それは段々緩

やかになってきており、最近では職業の無い方

でもその奉仕というものに興味のある方であれ

ばＲＣに入会できるというふうな状況になって

おります。そういった「職業分類」に関する歴

史の流れについて、担当例会で私の方から卓話

を申し上げた次第でございました。１年間誠に

有難うございました。

◎町田誠一会報・広報委員長

　佐々木委員と担当。会報

の作成を中心に１年間活動

して参りました。皆さんご

存じの通り、会報の配付は

例会の内容を記録すると共

に、会員の方々に再確認し

て頂くことが目的でありま

す。西川さん、西脇さん、両事務局員の方と、

真野さんのご協力により、その目的を達成でき

たと自負しております。１年間ご協力有難うご

ざいました。

◎福島 毅雑誌委員長

　鳥居、中川委員と担当。

主に毎月の例会において各

月発行される「ロータリー

の友」の縦組・横組それぞ

れの中から、会員の皆様に

とって興味深いタイムリー

な記事やクラブの活性化に

役立つ情報を紹介する活動を行って参りまし

た。新しい事業としては「ロータリーの友」へ

の投稿に取り組みました。「１月号」縦組に掲載

された「内外よろず案内」〈チームポリオジャパ

ンによる不用白衣の寄付募集〉に応募し、ウェ

スト・ジョーダンＲＣに数十枚の白衣をお送り

しました。小さいことでもポリオ撲滅に寄与で

きると思っております。「５月号」の企画「うち

の子　特別版」に当委員会の投稿が記事として

採用されました。「飯能ＲＣ」の文字が「ロー

タリーの友」の誌面で目にできることをとても

嬉しく感じました。卓話につきましては、飯能

市内在住で全国的にも有名なフレンチシェフの

小峰敏宏氏をお呼びし、「フランス料理の魅力」

ということで卓話を頂きました。継続事業とし

ては、飯能市役所、市内図書館、行政センター

への雑誌配付を行いました。「ロータリーの友」

の発送は、今期途中までは「ヤマト運輸」の

「クロネコＤＭ便」でしたが、その廃止によって

「郵便局」の「レターパックライト」に変更し

ました。ここにご報告申し上げます。１年間、

会員皆様方にご協力を頂き誠に有難うございま

した。

◎土屋 崇ロータリー財団委員長

　和泉委員と担当。当初の

活動目標としては財団への

寄付、中学生卓球大会への

助成、「ロータリー財団月間」

の卓話、セミナーへの参加

ということでした。寄付に

つきましては例年通り、皆

様の人頭割りで２１０ドル

（前年と同じ）寄付をして頂きました。さらに、

特別寄付「ポールハリスフェロー」として沢辺

瀞壱会員、馬場正春会長より寄付を頂戴しまし

た。地区補助金は１千ドルを地区より頂きまし

て、卓球大会への助成を致しました。卓話は地

区ロータリー財団委員会統轄委員長の茂木聡様

より財団補助金についてお話頂きました。あと

は、地区大会、研修会、財団のセミナーへの参

加ということで活動して参りました。１年間ご

協力有難うございました。

◎本橋 勝米山記念奨学委員長

　森田委員と担当。地区の

渡邊藤男統轄委員長と共に、

（米山記念奨学事業は）奨学生

に単に奨学金を支給するの

ではなく、経験豊かなロー

タリアンがカウンセラーと

してケアに当たり、所属ク

ラブ全体の交流を通じて奨

学生はＲＣを学び、その活動や日本人の心に触

れて頂き、国際社会に出て活躍し、将来母国と

日本との懸け橋となって希望を繋ぐことのでき

るような優秀な奨学生を導き育てることが大事

だということで、その役割を果たすために活動

して参りました。今年度は世話クラブとして奨

学生を受け入れておりませんでしたが、６／１２

担当例会に富士見ＲＣから奨学生のロー．ティ

クイン チャンさんを招いて、「留学生から見た

日本の文化について」等の卓話をして頂きまし

た。「米山月間」には特別寄付を小川晃男パスト

会長、馬場正春会長、森健二会長エレクト、私

と、４名より頂戴しました。誠に有難うござい

ました。今年１年お世話になりました。

ＲＩ会長 ゴードンR.マッキナリー
世界に希望を生み出そう 髙 丹 秀 篤

齋 藤 栄 作

親 睦 活 動 月 間

当 番 福島君、細田（伴）君

第 例会

馬 場 正 春 神 田 敬 文

例会場：ホテル・ヘリテイジ飯能sta.

天　候 曇

会　長 幹　事

例会日 水曜日（12:30～13:30）

事務局：飯能商工会議所内

希望を語ろう



・点　鐘　馬場会長

・ソング　手に手つないで

【会長報告】

　第２回目のクラブ協議会です。発表される委

員長さん、是非よろしくお願い致します。

　私も今日がこれで最後のご挨拶ということで

少し寂しい感じもします。開会５分前の緊張感

と、点鐘前、皆さんの眼がワッと私に集まった時

の感じはなかなか味わえないものだと思います。

今日は第３１２３例会。私の例会が第３０７２例会

に始まって５１週。祝日週、振替等の休会を除き

ＩＭを含めて３７回の例会を無事に終えること

ができました。これも神田幹事、川口ＳＡＡ、

そして会員の皆様のお蔭と思って感謝申し上げ

ます。

　会長をやらせてもらって一番印象に残ったの

はやはりガバナーの公式訪問例会だったのかな

と思います。何回も言って申し訳ないのです

が、深谷のガバナーだったもので、７月３日に

新札が発行される渋沢栄一のことを絶対におっ

しゃるだろうなと私は思っていて、その中で、

飯能と深谷の繋がりと言えば渋沢平九郎。飯能

戦争で能仁寺から顔振峠を越えて越生の黒山で

自決した平九郎のことを思ったものですから、

つい、公式訪問の時にその話をしてしまい、そ

れが縁で髙丹ガバナーとも仲良くなれまして、

会う度に「ガバナー、飯能の平九郎ですよ！」

とか言うと「おお！」と言って。でも「平九郎

はもっと背が高くてすごいいい男だったんだよ

な」とか小さい声で言ってるのを聞いたことも

あります。そういうことで、１年、ガバナーと

も楽しく、そして深谷ＲＣの寺田会長とも大変

仲良くなれて、私の財産だと思っております。

　７月からの森年度は６０周年事業に向けてい

ろいろやらなければならないことがたくさんあ

ると思います。私も来年の４月に向けて何とか

森さんに成功をして頂きたく、「希望を繋ごう」

というテーマを出させて頂いたのですが、いく

らか希望を繋ぐことができたのかなと、このよ

うに思っております。

　１年間、セミナー等で地区に出ていろんな方

と出会ってお話ができ、勉強会も「ああ、こうい

うことをやるんだな」というのを知って、会長

でなければできない経験をさせて頂きました。

ロータリーソングには「どこで会っても　やぁ

と言おうよ」とありますが、どこで会っても

「会長！」と言われました。来週からはどこで

会っても“普通のおじさん”という感じで寂しい

のですけれども、このような経験は会長をしな

いとできなかった、人生の中でもこういうこと

は二度とないのかなと思っております。これも

１年間の皆様のご協力があったからこそと思っ

ております。心より御礼申し上げまして最後の

「会長報告」とさせて頂きます。有難うございま

した。

　

【幹事報告】

　矢島（高）パスト会長が復帰されました。身体

を大切にしながらロータリーライフを楽しんで

頂きたいと思います。これからまたよろしくお

願い致します（拍手）。今年度の役員・委員長は

「年次報告」を７／１７までに事務局に送信して

下さい。本日１８時「旬彩香」での反省会に参

加される方はよろしくお願い致します。

　これで「幹事報告」を終わらせて頂きますが、

１年間有難うございました。

　

【報　　告】

◎次年度会長　　　　　　　　　　　　　森君

　何か月か前の次年度座談会あるいは委員長会

議、理事会等で細則の改定および会費の改定に

ついてはずっと説明をしてきました。６月理事

会で承認を受け、その後の例会で皆様には文書

で通知してありますので内容はすでにご存じか

と思います。細則第１３条によると、文書でお

知らせしてから１０日経った後の例会において

賛成の拍手を頂くことになっております。会費

を２万円上げさせて頂きましたがこれで潤沢に

なるかと言うと決してそういうことではなく、

あまり予備費が残らないということになるかと

思います。改めて賛成の方は拍手をお願い致し

ます（拍手）。有難うございました。来月から森年度

ということで１年間よろしくお願い致します。

　実は「行動計画会議」というのが今年から始ま

りました。単年度ではなく少なくとも３年間の

行動計画を作れということで、私と中里（忠）さん、

市川さん、馬場さん、矢島（高）さんの５名で会議を

行います。推進者としては市川さんにお頼みし

て、実はその「推進者会議」も今度あるので、改

めてまたお知らせをします。地区での会議が増

えてしまいますがよろしくお願い致します。

◎次年度幹事　　　　　　　　　　　　大﨑君

　長らく休会されていた間邉会員がいよいよ来

週から出席されます。リハビリ中の服装等にな

るかと思いますが、全く問題はありませんので

大歓迎でお迎えしたいと思います。

　ＢＯＸがＡＢＣ順で見づらいため、来週から

はアイウエオ順に変わります（一部取りにくい

方は別枠）。使い易さを念頭に変更させて頂き

ますのでよろしくお願いします。

【委員会報告】

◎６０周年実行委員会　　　　　　　　 土屋君

　例会後、全体会ということで、担当委員長に

集まって頂き、スケジュールの再確認、計画、

組織表についてお話をしたいと思います。よろ

しくお願い致します。

【出席報告】無届欠席１　　 山口出席向上委員

【Ｍ　　Ｕ】

６／２５（日高）馬場君、神田君

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・１か月振りに例会に出席することができまし

　た。皆さんよろしくお願いします。矢島（高）君

・早退します。　　　　　　　　　　佐々木君

・１年間有難うございました。会員の皆様の温

　かいご協力に感謝申し上げます。

　　　　　馬場会長、神田幹事、中里（忠）副会長

　　　　　　　　森会長エレクト、川口ＳＡＡ

本日計１７，００１円、累計額１，００２，５０２円。

◎３日例会当番は半田、細田（吉）会員です。

【バッジ引継式】

・閉会点鐘　馬場会長

《第６０期　第３回クラブ協議会（２）》

司会：馬場会長

◎吉島一良クラブ戦略計画委員長

　当初の計画では、クラブ

奉仕、ロータリー情報委員

会と協力して、これからの

ＲＣを模索していきたいと

書いてありましたけれども

新井、吉田（行）委員の了解を

得て次の事業を実施致しま

した。昨年１１／２２ロータ

リー情報、クラブ奉仕、出席向上委員会と共に

「第１回炉辺会談」を開催致しました。私の方と

しては、アメリカの歴史とシカゴの生い立ちを

含め、ＲＣの目的について話させて頂きました。

今年４／１５「第２回炉辺会談」をロータリー情報、

クラブ奉仕委員会と開催致しました。その時は

「四つのテスト」について、その生い立ちと、「テ

スト」はあくまでも単数、〈４つの方向から見た

１つのテスト〉であり、必ずしも４つ（のテスト）

を満たす必要はないということを話させて頂き

ました。４／２４担当例会で「ＳＥＲＶＩＣＥの由来

について」というテーマで卓話を行いました。

ＷＡＳＰから始まりマルティン・ルターの「天職」、

キリスト教の「原罪」にまで遡ってＲＣのサービ

スについて話をさせて頂きました。ＲＣの根幹

である「利他の心」「寛容」についても触れ、

結論として「五大奉仕」ではあるけれどもＲＣで

大事なことは職業を通じて奉仕を実践すること

であり、職業奉仕抜きにはＲＣは理解できな

い、あり得ないということをお話させて頂きま

した。個人的な意見がやや強かったのですけれ

ども、新井、吉田（行）委員には前もって話をし

て了解を得て話させて頂きました。１年間有難

うございました。

◎加藤義明社会奉仕委員長

　木川、間邉、田中、鎌田、

服部委員と担当。来年度、

飯能ＲＣ６０周年を迎えるに

あたり馬場会長より「社会

奉仕活動の継続事業、例え

ば『子ども食堂』を中心に

検討するように」との用命

を頂きました。担当例会において、その分野に

精通されている関田直子氏を講師に迎え、「飯能

市内の子ども達の現状とロータリークラブに期

待すること」という題で卓話を頂きました。そ

の中で、「子ども食堂」に限らず、飯能市内には

いろいろな困窮をされている子ども達が多く居

ることも知りました。馬場会長、森次年度会長

ともいろいろご相談させて頂きながら、「子ども

食堂」という一つの団体に特化してそこに支援

をすることはなかなか難しい、それよりもその

ときどきに合った支援の方法とかを広く考えた

方がいいだろうというようなことも含めまし

て、「社会福祉協議会」に時代と共に対応がで

きるような支援をお願いすることとして、飯能

ＲＣからも支援をさせて頂く方がいいだろうと

いうような方針とさせて頂きました。次年度、

森会長、社会奉仕委員会の皆さんには、よりブ

ラッシュアップをして頂いて、継続して頂けれ

ばというふうに思います。その他、「第３４回せ

せらぎ杯中学生卓球大会」への協力、「歳末たす

けあい募金」をさせて頂きました。１年間有難

うございました。

◎大野 康環境保全委員長

　杉田、藤原委員と担当。

「水と衛生月間」の３／６中村

力教育長から「飯能市の環

境教育の成果と展望」と題

して卓話を頂きました。こ

れまでの飯能ＲＣからの支

援が大きな成果を上げてお

り、今後も継続して支援することの意義を改め

て確認することができました。５／２飯能市環境

教育のために１０万円を市に寄付致しました。

飯能市の小・中学生のために有効に使われると

確信しております。「飯能新緑ツーデーマーチ」

天覧山・多峯主山１０キロコースに参加しまし

た。会員と家族１２名で豊かな自然環境を満喫

して、この環境を保全していこうという気持ち

を新たに致しました。以上の活動を通して、豊

かな環境を保全して次世代へ希望を繋ぐことが

できました。皆様のご理解ご協力に感謝申し上

げます。

◎沢辺瀞壱国際奉仕委員長

　年度初めに委員長の大野正幸さんが急にお亡

くなりになり、私が跡を受けたわけでございま

す。１１月、入間南ＲＣ主催

の一般公開例会が開催され

会長幹事と出席致しまし

た。ウクライナ出身の講師

の方が大変熱のこもったお

話をされまして、世界情勢

の厳しさとウクライナ支援

の必要性、平和な世界を目

指すということについて心から感動したところ

でございます。２番目としまして、新しい会員

の皆様が増えていることから、当クラブの国際

交流の歴史を振り返りました。一つには、韓

国・東清州ＲＣとの交流再開につきまして、ブラ

ンクもあることから交流を中断するという決定

を理事会でして頂きました。次に、ベトナムと

の交流事業は６年間にわたって続けられたもの

で、ベトナムの学校にＰＣを贈るという大きな

事業でした。現地の子ども達にも大変喜んで頂

き、国家としても大変感謝をしているというふ

うな評価を得ております。この事業の実践者で

当時の委員長だった藤原秋夫さんに卓話講師を

して頂きました。「飯能市国際交流協会」とは

本年度も交流を続けるよう心がけ、留学生のス

ピーチコンテスト、あるいは、ブレア市との交

流の歴史の会等に出席を致しました。

◎原島伊佐夫青少年奉仕委員

（都築敏夫委員長代理・代読）

　原島、秦委員と担当。飯能

ＲＣの冠事業として「第３回

飯能ＲＣ杯少年野球大会」

に対しまして、盾、メダル、

軟式球を贈呈し、大会を支

援致しました。また、「飯能

ＲＣカップ第３４回せせらぎ杯中学生卓球大会」

に対しまして、盾、メダル、試合球を贈呈し、

大会を支援致しました。卓話につきましては、

講師を「一般社団法人カプリチョーソ」理事の

熊坂汐莉さんにお願いし、カプリチョーソが実

施している〈地域の居場所〉としての「きまぐ

れ駄菓子屋」「子ども食堂」についてお話を頂き

ました。１年間ご協力有難うございました。

◎吉澤文男会員増強委員長

　鈴木（康）、内沼委員と担当。

会長方針である「希望を繋

ごう」を踏まえ、継承、発

展と充実した活動を維持し

ていく上で、魅力ある人材

が必要かと考え、あらゆる

年代、しっかりとした志の

ある方を推薦できるように、会長幹事にも同席

して頂きながら会議を重ねて参りました。お蔭

様で、皆様のご協力により鎌田泰由さん、服部

融亮さんの、２名の入会を達成することができ

ました。有難うございます。今年度、候補者リ

ストに挙がっておりました方を次年度・天ヶ瀬

委員長に引き継ぎまして、増強に繋げて頂けた

らと考えております。１年間ご協力有難うござ

いました。

◎増島宏徳会員選考委員長

　矢島（巌）委員と担当。量よ

り質ということで２名の素

晴らしい方をご推薦頂き選

考致しました。馬場会長に

は、もっと入れれば良かっ

たなという気持ちがあると

思いますが、やはり今どき

の状況を考えまして“いい人２人”というのも

よろしいのではないかということで、２名です

が、服部さんはもう定評がありますから、その

２名の方に頑張って頂いて、ＲＣを盛り上げて

頂きたいと思います。

◎小川晃男職業分類委員長

　細田（伴）、半田委員と担当。

割合最近入会された方も多

いので、「職業分類表」をひ

と通りチェックして直せる

ところは微調整して直し、

年度開始に間に合わせたと

いう状況でございました。

皆さんご承知の通り、本来ＲＣというのは職業

人の集まりでして、当初は“一業種一人”とい

う厳しい原則がございましたが、それは段々緩

やかになってきており、最近では職業の無い方

でもその奉仕というものに興味のある方であれ

ばＲＣに入会できるというふうな状況になって

おります。そういった「職業分類」に関する歴

史の流れについて、担当例会で私の方から卓話

を申し上げた次第でございました。１年間誠に

有難うございました。

◎町田誠一会報・広報委員長

　佐々木委員と担当。会報

の作成を中心に１年間活動

して参りました。皆さんご

存じの通り、会報の配付は

例会の内容を記録すると共

に、会員の方々に再確認し

て頂くことが目的でありま

す。西川さん、西脇さん、両事務局員の方と、

真野さんのご協力により、その目的を達成でき

たと自負しております。１年間ご協力有難うご

ざいました。

◎福島 毅雑誌委員長

　鳥居、中川委員と担当。

主に毎月の例会において各

月発行される「ロータリー

の友」の縦組・横組それぞ

れの中から、会員の皆様に

とって興味深いタイムリー

な記事やクラブの活性化に

役立つ情報を紹介する活動を行って参りまし

た。新しい事業としては「ロータリーの友」へ

の投稿に取り組みました。「１月号」縦組に掲載

された「内外よろず案内」〈チームポリオジャパ

ンによる不用白衣の寄付募集〉に応募し、ウェ

スト・ジョーダンＲＣに数十枚の白衣をお送り

しました。小さいことでもポリオ撲滅に寄与で

きると思っております。「５月号」の企画「うち

の子　特別版」に当委員会の投稿が記事として

採用されました。「飯能ＲＣ」の文字が「ロー

タリーの友」の誌面で目にできることをとても

嬉しく感じました。卓話につきましては、飯能

市内在住で全国的にも有名なフレンチシェフの

小峰敏宏氏をお呼びし、「フランス料理の魅力」

ということで卓話を頂きました。継続事業とし

ては、飯能市役所、市内図書館、行政センター

への雑誌配付を行いました。「ロータリーの友」

の発送は、今期途中までは「ヤマト運輸」の

「クロネコＤＭ便」でしたが、その廃止によって

「郵便局」の「レターパックライト」に変更し

ました。ここにご報告申し上げます。１年間、

会員皆様方にご協力を頂き誠に有難うございま

した。

◎土屋 崇ロータリー財団委員長

　和泉委員と担当。当初の

活動目標としては財団への

寄付、中学生卓球大会への

助成、「ロータリー財団月間」

の卓話、セミナーへの参加

ということでした。寄付に

つきましては例年通り、皆

様の人頭割りで２１０ドル

（前年と同じ）寄付をして頂きました。さらに、

特別寄付「ポールハリスフェロー」として沢辺

瀞壱会員、馬場正春会長より寄付を頂戴しまし

た。地区補助金は１千ドルを地区より頂きまし

て、卓球大会への助成を致しました。卓話は地

区ロータリー財団委員会統轄委員長の茂木聡様

より財団補助金についてお話頂きました。あと

は、地区大会、研修会、財団のセミナーへの参

加ということで活動して参りました。１年間ご

協力有難うございました。

◎本橋 勝米山記念奨学委員長

　森田委員と担当。地区の

渡邊藤男統轄委員長と共に、

（米山記念奨学事業は）奨学生

に単に奨学金を支給するの

ではなく、経験豊かなロー

タリアンがカウンセラーと

してケアに当たり、所属ク

ラブ全体の交流を通じて奨

学生はＲＣを学び、その活動や日本人の心に触

れて頂き、国際社会に出て活躍し、将来母国と

日本との懸け橋となって希望を繋ぐことのでき

るような優秀な奨学生を導き育てることが大事

だということで、その役割を果たすために活動

して参りました。今年度は世話クラブとして奨

学生を受け入れておりませんでしたが、６／１２

担当例会に富士見ＲＣから奨学生のロー．ティ

クイン チャンさんを招いて、「留学生から見た

日本の文化について」等の卓話をして頂きまし

た。「米山月間」には特別寄付を小川晃男パスト

会長、馬場正春会長、森健二会長エレクト、私

と、４名より頂戴しました。誠に有難うござい

ました。今年１年お世話になりました。

会　員　数 当　　日
出席数対  象全　数 出席率



・点　鐘　馬場会長

・ソング　手に手つないで

【会長報告】

　第２回目のクラブ協議会です。発表される委

員長さん、是非よろしくお願い致します。

　私も今日がこれで最後のご挨拶ということで

少し寂しい感じもします。開会５分前の緊張感

と、点鐘前、皆さんの眼がワッと私に集まった時

の感じはなかなか味わえないものだと思います。

今日は第３１２３例会。私の例会が第３０７２例会

に始まって５１週。祝日週、振替等の休会を除き

ＩＭを含めて３７回の例会を無事に終えること

ができました。これも神田幹事、川口ＳＡＡ、

そして会員の皆様のお蔭と思って感謝申し上げ

ます。

　会長をやらせてもらって一番印象に残ったの

はやはりガバナーの公式訪問例会だったのかな

と思います。何回も言って申し訳ないのです

が、深谷のガバナーだったもので、７月３日に

新札が発行される渋沢栄一のことを絶対におっ

しゃるだろうなと私は思っていて、その中で、

飯能と深谷の繋がりと言えば渋沢平九郎。飯能

戦争で能仁寺から顔振峠を越えて越生の黒山で

自決した平九郎のことを思ったものですから、

つい、公式訪問の時にその話をしてしまい、そ

れが縁で髙丹ガバナーとも仲良くなれまして、

会う度に「ガバナー、飯能の平九郎ですよ！」

とか言うと「おお！」と言って。でも「平九郎

はもっと背が高くてすごいいい男だったんだよ

な」とか小さい声で言ってるのを聞いたことも

あります。そういうことで、１年、ガバナーと

も楽しく、そして深谷ＲＣの寺田会長とも大変

仲良くなれて、私の財産だと思っております。

　７月からの森年度は６０周年事業に向けてい

ろいろやらなければならないことがたくさんあ

ると思います。私も来年の４月に向けて何とか

森さんに成功をして頂きたく、「希望を繋ごう」

というテーマを出させて頂いたのですが、いく

らか希望を繋ぐことができたのかなと、このよ

うに思っております。

　１年間、セミナー等で地区に出ていろんな方

と出会ってお話ができ、勉強会も「ああ、こうい

うことをやるんだな」というのを知って、会長

でなければできない経験をさせて頂きました。

ロータリーソングには「どこで会っても　やぁ

と言おうよ」とありますが、どこで会っても

「会長！」と言われました。来週からはどこで

会っても“普通のおじさん”という感じで寂しい

のですけれども、このような経験は会長をしな

いとできなかった、人生の中でもこういうこと

は二度とないのかなと思っております。これも

１年間の皆様のご協力があったからこそと思っ

ております。心より御礼申し上げまして最後の

「会長報告」とさせて頂きます。有難うございま

した。

　

【幹事報告】

　矢島（高）パスト会長が復帰されました。身体

を大切にしながらロータリーライフを楽しんで

頂きたいと思います。これからまたよろしくお

願い致します（拍手）。今年度の役員・委員長は

「年次報告」を７／１７までに事務局に送信して

下さい。本日１８時「旬彩香」での反省会に参

加される方はよろしくお願い致します。

　これで「幹事報告」を終わらせて頂きますが、

１年間有難うございました。

　

【報　　告】

◎次年度会長　　　　　　　　　　　　　森君

　何か月か前の次年度座談会あるいは委員長会

議、理事会等で細則の改定および会費の改定に

ついてはずっと説明をしてきました。６月理事

会で承認を受け、その後の例会で皆様には文書

で通知してありますので内容はすでにご存じか

と思います。細則第１３条によると、文書でお

知らせしてから１０日経った後の例会において

賛成の拍手を頂くことになっております。会費

を２万円上げさせて頂きましたがこれで潤沢に

なるかと言うと決してそういうことではなく、

あまり予備費が残らないということになるかと

思います。改めて賛成の方は拍手をお願い致し

ます（拍手）。有難うございました。来月から森年度

ということで１年間よろしくお願い致します。

　実は「行動計画会議」というのが今年から始ま

りました。単年度ではなく少なくとも３年間の

行動計画を作れということで、私と中里（忠）さん、

市川さん、馬場さん、矢島（高）さんの５名で会議を

行います。推進者としては市川さんにお頼みし

て、実はその「推進者会議」も今度あるので、改

めてまたお知らせをします。地区での会議が増

えてしまいますがよろしくお願い致します。

◎次年度幹事　　　　　　　　　　　　大﨑君

　長らく休会されていた間邉会員がいよいよ来

週から出席されます。リハビリ中の服装等にな

るかと思いますが、全く問題はありませんので

大歓迎でお迎えしたいと思います。

　ＢＯＸがＡＢＣ順で見づらいため、来週から

はアイウエオ順に変わります（一部取りにくい

方は別枠）。使い易さを念頭に変更させて頂き

ますのでよろしくお願いします。

【委員会報告】

◎６０周年実行委員会　　　　　　　　 土屋君

　例会後、全体会ということで、担当委員長に

集まって頂き、スケジュールの再確認、計画、

組織表についてお話をしたいと思います。よろ

しくお願い致します。

【出席報告】無届欠席１　　 山口出席向上委員

【Ｍ　　Ｕ】

６／２５（日高）馬場君、神田君

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・１か月振りに例会に出席することができまし

　た。皆さんよろしくお願いします。矢島（高）君

・早退します。　　　　　　　　　　佐々木君

・１年間有難うございました。会員の皆様の温

　かいご協力に感謝申し上げます。

　　　　　馬場会長、神田幹事、中里（忠）副会長

　　　　　　　　森会長エレクト、川口ＳＡＡ

本日計１７，００１円、累計額１，００２，５０２円。

◎３日例会当番は半田、細田（吉）会員です。

【バッジ引継式】

・閉会点鐘　馬場会長

《第６０期　第３回クラブ協議会（２）》

司会：馬場会長

◎吉島一良クラブ戦略計画委員長

　当初の計画では、クラブ

奉仕、ロータリー情報委員

会と協力して、これからの

ＲＣを模索していきたいと

書いてありましたけれども

新井、吉田（行）委員の了解を

得て次の事業を実施致しま

した。昨年１１／２２ロータ

リー情報、クラブ奉仕、出席向上委員会と共に

「第１回炉辺会談」を開催致しました。私の方と

しては、アメリカの歴史とシカゴの生い立ちを

含め、ＲＣの目的について話させて頂きました。

今年４／１５「第２回炉辺会談」をロータリー情報、

クラブ奉仕委員会と開催致しました。その時は

「四つのテスト」について、その生い立ちと、「テ

スト」はあくまでも単数、〈４つの方向から見た

１つのテスト〉であり、必ずしも４つ（のテスト）

を満たす必要はないということを話させて頂き

ました。４／２４担当例会で「ＳＥＲＶＩＣＥの由来

について」というテーマで卓話を行いました。

ＷＡＳＰから始まりマルティン・ルターの「天職」、

キリスト教の「原罪」にまで遡ってＲＣのサービ

スについて話をさせて頂きました。ＲＣの根幹

である「利他の心」「寛容」についても触れ、

結論として「五大奉仕」ではあるけれどもＲＣで

大事なことは職業を通じて奉仕を実践すること

であり、職業奉仕抜きにはＲＣは理解できな

い、あり得ないということをお話させて頂きま

した。個人的な意見がやや強かったのですけれ

ども、新井、吉田（行）委員には前もって話をし

て了解を得て話させて頂きました。１年間有難

うございました。

◎加藤義明社会奉仕委員長

　木川、間邉、田中、鎌田、

服部委員と担当。来年度、

飯能ＲＣ６０周年を迎えるに

あたり馬場会長より「社会

奉仕活動の継続事業、例え

ば『子ども食堂』を中心に

検討するように」との用命

を頂きました。担当例会において、その分野に

精通されている関田直子氏を講師に迎え、「飯能

市内の子ども達の現状とロータリークラブに期

待すること」という題で卓話を頂きました。そ

の中で、「子ども食堂」に限らず、飯能市内には

いろいろな困窮をされている子ども達が多く居

ることも知りました。馬場会長、森次年度会長

ともいろいろご相談させて頂きながら、「子ども

食堂」という一つの団体に特化してそこに支援

をすることはなかなか難しい、それよりもその

ときどきに合った支援の方法とかを広く考えた

方がいいだろうというようなことも含めまし

て、「社会福祉協議会」に時代と共に対応がで

きるような支援をお願いすることとして、飯能

ＲＣからも支援をさせて頂く方がいいだろうと

いうような方針とさせて頂きました。次年度、

森会長、社会奉仕委員会の皆さんには、よりブ

ラッシュアップをして頂いて、継続して頂けれ

ばというふうに思います。その他、「第３４回せ

せらぎ杯中学生卓球大会」への協力、「歳末たす

けあい募金」をさせて頂きました。１年間有難

うございました。

◎大野 康環境保全委員長

　杉田、藤原委員と担当。

「水と衛生月間」の３／６中村

力教育長から「飯能市の環

境教育の成果と展望」と題

して卓話を頂きました。こ

れまでの飯能ＲＣからの支

援が大きな成果を上げてお

り、今後も継続して支援することの意義を改め

て確認することができました。５／２飯能市環境

教育のために１０万円を市に寄付致しました。

飯能市の小・中学生のために有効に使われると

確信しております。「飯能新緑ツーデーマーチ」

天覧山・多峯主山１０キロコースに参加しまし

た。会員と家族１２名で豊かな自然環境を満喫

して、この環境を保全していこうという気持ち

を新たに致しました。以上の活動を通して、豊

かな環境を保全して次世代へ希望を繋ぐことが

できました。皆様のご理解ご協力に感謝申し上

げます。

◎沢辺瀞壱国際奉仕委員長

　年度初めに委員長の大野正幸さんが急にお亡

くなりになり、私が跡を受けたわけでございま

す。１１月、入間南ＲＣ主催

の一般公開例会が開催され

会長幹事と出席致しまし

た。ウクライナ出身の講師

の方が大変熱のこもったお

話をされまして、世界情勢

の厳しさとウクライナ支援

の必要性、平和な世界を目

指すということについて心から感動したところ

でございます。２番目としまして、新しい会員

の皆様が増えていることから、当クラブの国際

交流の歴史を振り返りました。一つには、韓

国・東清州ＲＣとの交流再開につきまして、ブラ

ンクもあることから交流を中断するという決定

を理事会でして頂きました。次に、ベトナムと

の交流事業は６年間にわたって続けられたもの

で、ベトナムの学校にＰＣを贈るという大きな

事業でした。現地の子ども達にも大変喜んで頂

き、国家としても大変感謝をしているというふ

うな評価を得ております。この事業の実践者で

当時の委員長だった藤原秋夫さんに卓話講師を

して頂きました。「飯能市国際交流協会」とは

本年度も交流を続けるよう心がけ、留学生のス

ピーチコンテスト、あるいは、ブレア市との交

流の歴史の会等に出席を致しました。

◎原島伊佐夫青少年奉仕委員

（都築敏夫委員長代理・代読）

　原島、秦委員と担当。飯能

ＲＣの冠事業として「第３回

飯能ＲＣ杯少年野球大会」

に対しまして、盾、メダル、

軟式球を贈呈し、大会を支

援致しました。また、「飯能

ＲＣカップ第３４回せせらぎ杯中学生卓球大会」

に対しまして、盾、メダル、試合球を贈呈し、

大会を支援致しました。卓話につきましては、

講師を「一般社団法人カプリチョーソ」理事の

熊坂汐莉さんにお願いし、カプリチョーソが実

施している〈地域の居場所〉としての「きまぐ

れ駄菓子屋」「子ども食堂」についてお話を頂き

ました。１年間ご協力有難うございました。

◎吉澤文男会員増強委員長

　鈴木（康）、内沼委員と担当。

会長方針である「希望を繋

ごう」を踏まえ、継承、発

展と充実した活動を維持し

ていく上で、魅力ある人材

が必要かと考え、あらゆる

年代、しっかりとした志の

ある方を推薦できるように、会長幹事にも同席

して頂きながら会議を重ねて参りました。お蔭

様で、皆様のご協力により鎌田泰由さん、服部

融亮さんの、２名の入会を達成することができ

ました。有難うございます。今年度、候補者リ

ストに挙がっておりました方を次年度・天ヶ瀬

委員長に引き継ぎまして、増強に繋げて頂けた

らと考えております。１年間ご協力有難うござ

いました。

◎増島宏徳会員選考委員長

　矢島（巌）委員と担当。量よ

り質ということで２名の素

晴らしい方をご推薦頂き選

考致しました。馬場会長に

は、もっと入れれば良かっ

たなという気持ちがあると

思いますが、やはり今どき

の状況を考えまして“いい人２人”というのも

よろしいのではないかということで、２名です

が、服部さんはもう定評がありますから、その

２名の方に頑張って頂いて、ＲＣを盛り上げて

頂きたいと思います。

◎小川晃男職業分類委員長

　細田（伴）、半田委員と担当。

割合最近入会された方も多

いので、「職業分類表」をひ

と通りチェックして直せる

ところは微調整して直し、

年度開始に間に合わせたと

いう状況でございました。

皆さんご承知の通り、本来ＲＣというのは職業

人の集まりでして、当初は“一業種一人”とい

う厳しい原則がございましたが、それは段々緩

やかになってきており、最近では職業の無い方

でもその奉仕というものに興味のある方であれ

ばＲＣに入会できるというふうな状況になって

おります。そういった「職業分類」に関する歴

史の流れについて、担当例会で私の方から卓話

を申し上げた次第でございました。１年間誠に

有難うございました。

◎町田誠一会報・広報委員長

　佐々木委員と担当。会報

の作成を中心に１年間活動

して参りました。皆さんご

存じの通り、会報の配付は

例会の内容を記録すると共

に、会員の方々に再確認し

て頂くことが目的でありま

す。西川さん、西脇さん、両事務局員の方と、

真野さんのご協力により、その目的を達成でき

たと自負しております。１年間ご協力有難うご

ざいました。

◎福島 毅雑誌委員長

　鳥居、中川委員と担当。

主に毎月の例会において各

月発行される「ロータリー

の友」の縦組・横組それぞ

れの中から、会員の皆様に

とって興味深いタイムリー

な記事やクラブの活性化に

役立つ情報を紹介する活動を行って参りまし

た。新しい事業としては「ロータリーの友」へ

の投稿に取り組みました。「１月号」縦組に掲載

された「内外よろず案内」〈チームポリオジャパ

ンによる不用白衣の寄付募集〉に応募し、ウェ

スト・ジョーダンＲＣに数十枚の白衣をお送り

しました。小さいことでもポリオ撲滅に寄与で

きると思っております。「５月号」の企画「うち

の子　特別版」に当委員会の投稿が記事として

採用されました。「飯能ＲＣ」の文字が「ロー

タリーの友」の誌面で目にできることをとても

嬉しく感じました。卓話につきましては、飯能

市内在住で全国的にも有名なフレンチシェフの

小峰敏宏氏をお呼びし、「フランス料理の魅力」

ということで卓話を頂きました。継続事業とし

ては、飯能市役所、市内図書館、行政センター

への雑誌配付を行いました。「ロータリーの友」

の発送は、今期途中までは「ヤマト運輸」の

「クロネコＤＭ便」でしたが、その廃止によって

「郵便局」の「レターパックライト」に変更し

ました。ここにご報告申し上げます。１年間、

会員皆様方にご協力を頂き誠に有難うございま

した。

◎土屋 崇ロータリー財団委員長

　和泉委員と担当。当初の

活動目標としては財団への

寄付、中学生卓球大会への

助成、「ロータリー財団月間」

の卓話、セミナーへの参加

ということでした。寄付に

つきましては例年通り、皆

様の人頭割りで２１０ドル

（前年と同じ）寄付をして頂きました。さらに、

特別寄付「ポールハリスフェロー」として沢辺

瀞壱会員、馬場正春会長より寄付を頂戴しまし

た。地区補助金は１千ドルを地区より頂きまし

て、卓球大会への助成を致しました。卓話は地

区ロータリー財団委員会統轄委員長の茂木聡様

より財団補助金についてお話頂きました。あと

は、地区大会、研修会、財団のセミナーへの参

加ということで活動して参りました。１年間ご

協力有難うございました。

◎本橋 勝米山記念奨学委員長

　森田委員と担当。地区の

渡邊藤男統轄委員長と共に、

（米山記念奨学事業は）奨学生

に単に奨学金を支給するの

ではなく、経験豊かなロー

タリアンがカウンセラーと

してケアに当たり、所属ク

ラブ全体の交流を通じて奨

学生はＲＣを学び、その活動や日本人の心に触

れて頂き、国際社会に出て活躍し、将来母国と

日本との懸け橋となって希望を繋ぐことのでき

るような優秀な奨学生を導き育てることが大事

だということで、その役割を果たすために活動

して参りました。今年度は世話クラブとして奨

学生を受け入れておりませんでしたが、６／１２

担当例会に富士見ＲＣから奨学生のロー．ティ

クイン チャンさんを招いて、「留学生から見た

日本の文化について」等の卓話をして頂きまし

た。「米山月間」には特別寄付を小川晃男パスト

会長、馬場正春会長、森健二会長エレクト、私

と、４名より頂戴しました。誠に有難うござい

ました。今年１年お世話になりました。



・点　鐘　馬場会長

・ソング　手に手つないで

【会長報告】

　第２回目のクラブ協議会です。発表される委

員長さん、是非よろしくお願い致します。

　私も今日がこれで最後のご挨拶ということで

少し寂しい感じもします。開会５分前の緊張感

と、点鐘前、皆さんの眼がワッと私に集まった時

の感じはなかなか味わえないものだと思います。

今日は第３１２３例会。私の例会が第３０７２例会

に始まって５１週。祝日週、振替等の休会を除き

ＩＭを含めて３７回の例会を無事に終えること

ができました。これも神田幹事、川口ＳＡＡ、

そして会員の皆様のお蔭と思って感謝申し上げ

ます。

　会長をやらせてもらって一番印象に残ったの

はやはりガバナーの公式訪問例会だったのかな

と思います。何回も言って申し訳ないのです

が、深谷のガバナーだったもので、７月３日に

新札が発行される渋沢栄一のことを絶対におっ

しゃるだろうなと私は思っていて、その中で、

飯能と深谷の繋がりと言えば渋沢平九郎。飯能

戦争で能仁寺から顔振峠を越えて越生の黒山で

自決した平九郎のことを思ったものですから、

つい、公式訪問の時にその話をしてしまい、そ

れが縁で髙丹ガバナーとも仲良くなれまして、

会う度に「ガバナー、飯能の平九郎ですよ！」

とか言うと「おお！」と言って。でも「平九郎

はもっと背が高くてすごいいい男だったんだよ

な」とか小さい声で言ってるのを聞いたことも

あります。そういうことで、１年、ガバナーと

も楽しく、そして深谷ＲＣの寺田会長とも大変

仲良くなれて、私の財産だと思っております。

　７月からの森年度は６０周年事業に向けてい

ろいろやらなければならないことがたくさんあ

ると思います。私も来年の４月に向けて何とか

森さんに成功をして頂きたく、「希望を繋ごう」

というテーマを出させて頂いたのですが、いく

らか希望を繋ぐことができたのかなと、このよ

うに思っております。

　１年間、セミナー等で地区に出ていろんな方

と出会ってお話ができ、勉強会も「ああ、こうい

うことをやるんだな」というのを知って、会長

でなければできない経験をさせて頂きました。

ロータリーソングには「どこで会っても　やぁ

と言おうよ」とありますが、どこで会っても

「会長！」と言われました。来週からはどこで

会っても“普通のおじさん”という感じで寂しい

のですけれども、このような経験は会長をしな

いとできなかった、人生の中でもこういうこと

は二度とないのかなと思っております。これも

１年間の皆様のご協力があったからこそと思っ

ております。心より御礼申し上げまして最後の

「会長報告」とさせて頂きます。有難うございま

した。

　

【幹事報告】

　矢島（高）パスト会長が復帰されました。身体

を大切にしながらロータリーライフを楽しんで

頂きたいと思います。これからまたよろしくお

願い致します（拍手）。今年度の役員・委員長は

「年次報告」を７／１７までに事務局に送信して

下さい。本日１８時「旬彩香」での反省会に参

加される方はよろしくお願い致します。

　これで「幹事報告」を終わらせて頂きますが、

１年間有難うございました。

　

【報　　告】

◎次年度会長　　　　　　　　　　　　　森君

　何か月か前の次年度座談会あるいは委員長会

議、理事会等で細則の改定および会費の改定に

ついてはずっと説明をしてきました。６月理事

会で承認を受け、その後の例会で皆様には文書

で通知してありますので内容はすでにご存じか

と思います。細則第１３条によると、文書でお

知らせしてから１０日経った後の例会において

賛成の拍手を頂くことになっております。会費

を２万円上げさせて頂きましたがこれで潤沢に

なるかと言うと決してそういうことではなく、

あまり予備費が残らないということになるかと

思います。改めて賛成の方は拍手をお願い致し

ます（拍手）。有難うございました。来月から森年度

ということで１年間よろしくお願い致します。

　実は「行動計画会議」というのが今年から始ま

りました。単年度ではなく少なくとも３年間の

行動計画を作れということで、私と中里（忠）さん、

市川さん、馬場さん、矢島（高）さんの５名で会議を

行います。推進者としては市川さんにお頼みし

て、実はその「推進者会議」も今度あるので、改

めてまたお知らせをします。地区での会議が増

えてしまいますがよろしくお願い致します。

◎次年度幹事　　　　　　　　　　　　大﨑君

　長らく休会されていた間邉会員がいよいよ来

週から出席されます。リハビリ中の服装等にな

るかと思いますが、全く問題はありませんので

大歓迎でお迎えしたいと思います。

　ＢＯＸがＡＢＣ順で見づらいため、来週から

はアイウエオ順に変わります（一部取りにくい

方は別枠）。使い易さを念頭に変更させて頂き

ますのでよろしくお願いします。

【委員会報告】

◎６０周年実行委員会　　　　　　　　 土屋君

　例会後、全体会ということで、担当委員長に

集まって頂き、スケジュールの再確認、計画、

組織表についてお話をしたいと思います。よろ

しくお願い致します。

【出席報告】無届欠席１　　 山口出席向上委員

【Ｍ　　Ｕ】

６／２５（日高）馬場君、神田君

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・１か月振りに例会に出席することができまし

　た。皆さんよろしくお願いします。矢島（高）君

・早退します。　　　　　　　　　　佐々木君

・１年間有難うございました。会員の皆様の温

　かいご協力に感謝申し上げます。

　　　　　馬場会長、神田幹事、中里（忠）副会長

　　　　　　　　森会長エレクト、川口ＳＡＡ

本日計１７，００１円、累計額１，００２，５０２円。

◎３日例会当番は半田、細田（吉）会員です。

【バッジ引継式】

・閉会点鐘　馬場会長

《第６０期　第３回クラブ協議会（２）》

司会：馬場会長

◎吉島一良クラブ戦略計画委員長

　当初の計画では、クラブ

奉仕、ロータリー情報委員

会と協力して、これからの

ＲＣを模索していきたいと

書いてありましたけれども

新井、吉田（行）委員の了解を

得て次の事業を実施致しま

した。昨年１１／２２ロータ

リー情報、クラブ奉仕、出席向上委員会と共に

「第１回炉辺会談」を開催致しました。私の方と

しては、アメリカの歴史とシカゴの生い立ちを

含め、ＲＣの目的について話させて頂きました。

今年４／１５「第２回炉辺会談」をロータリー情報、

クラブ奉仕委員会と開催致しました。その時は

「四つのテスト」について、その生い立ちと、「テ

スト」はあくまでも単数、〈４つの方向から見た

１つのテスト〉であり、必ずしも４つ（のテスト）

を満たす必要はないということを話させて頂き

ました。４／２４担当例会で「ＳＥＲＶＩＣＥの由来

について」というテーマで卓話を行いました。

ＷＡＳＰから始まりマルティン・ルターの「天職」、

キリスト教の「原罪」にまで遡ってＲＣのサービ

スについて話をさせて頂きました。ＲＣの根幹

である「利他の心」「寛容」についても触れ、

結論として「五大奉仕」ではあるけれどもＲＣで

大事なことは職業を通じて奉仕を実践すること

であり、職業奉仕抜きにはＲＣは理解できな

い、あり得ないということをお話させて頂きま

した。個人的な意見がやや強かったのですけれ

ども、新井、吉田（行）委員には前もって話をし

て了解を得て話させて頂きました。１年間有難

うございました。

◎加藤義明社会奉仕委員長

　木川、間邉、田中、鎌田、

服部委員と担当。来年度、

飯能ＲＣ６０周年を迎えるに

あたり馬場会長より「社会

奉仕活動の継続事業、例え

ば『子ども食堂』を中心に

検討するように」との用命

を頂きました。担当例会において、その分野に

精通されている関田直子氏を講師に迎え、「飯能

市内の子ども達の現状とロータリークラブに期

待すること」という題で卓話を頂きました。そ

の中で、「子ども食堂」に限らず、飯能市内には

いろいろな困窮をされている子ども達が多く居

ることも知りました。馬場会長、森次年度会長

ともいろいろご相談させて頂きながら、「子ども

食堂」という一つの団体に特化してそこに支援

をすることはなかなか難しい、それよりもその

ときどきに合った支援の方法とかを広く考えた

方がいいだろうというようなことも含めまし

て、「社会福祉協議会」に時代と共に対応がで

きるような支援をお願いすることとして、飯能

ＲＣからも支援をさせて頂く方がいいだろうと

いうような方針とさせて頂きました。次年度、

森会長、社会奉仕委員会の皆さんには、よりブ

ラッシュアップをして頂いて、継続して頂けれ

ばというふうに思います。その他、「第３４回せ

せらぎ杯中学生卓球大会」への協力、「歳末たす

けあい募金」をさせて頂きました。１年間有難

うございました。

◎大野 康環境保全委員長

　杉田、藤原委員と担当。

「水と衛生月間」の３／６中村

力教育長から「飯能市の環

境教育の成果と展望」と題

して卓話を頂きました。こ

れまでの飯能ＲＣからの支

援が大きな成果を上げてお

り、今後も継続して支援することの意義を改め

て確認することができました。５／２飯能市環境

教育のために１０万円を市に寄付致しました。

飯能市の小・中学生のために有効に使われると

確信しております。「飯能新緑ツーデーマーチ」

天覧山・多峯主山１０キロコースに参加しまし

た。会員と家族１２名で豊かな自然環境を満喫

して、この環境を保全していこうという気持ち

を新たに致しました。以上の活動を通して、豊

かな環境を保全して次世代へ希望を繋ぐことが

できました。皆様のご理解ご協力に感謝申し上

げます。

◎沢辺瀞壱国際奉仕委員長

　年度初めに委員長の大野正幸さんが急にお亡

くなりになり、私が跡を受けたわけでございま

す。１１月、入間南ＲＣ主催

の一般公開例会が開催され

会長幹事と出席致しまし

た。ウクライナ出身の講師

の方が大変熱のこもったお

話をされまして、世界情勢

の厳しさとウクライナ支援

の必要性、平和な世界を目

指すということについて心から感動したところ

でございます。２番目としまして、新しい会員

の皆様が増えていることから、当クラブの国際

交流の歴史を振り返りました。一つには、韓

国・東清州ＲＣとの交流再開につきまして、ブラ

ンクもあることから交流を中断するという決定

を理事会でして頂きました。次に、ベトナムと

の交流事業は６年間にわたって続けられたもの

で、ベトナムの学校にＰＣを贈るという大きな

事業でした。現地の子ども達にも大変喜んで頂

き、国家としても大変感謝をしているというふ

うな評価を得ております。この事業の実践者で

当時の委員長だった藤原秋夫さんに卓話講師を

して頂きました。「飯能市国際交流協会」とは

本年度も交流を続けるよう心がけ、留学生のス

ピーチコンテスト、あるいは、ブレア市との交

流の歴史の会等に出席を致しました。

◎原島伊佐夫青少年奉仕委員

（都築敏夫委員長代理・代読）

　原島、秦委員と担当。飯能

ＲＣの冠事業として「第３回

飯能ＲＣ杯少年野球大会」

に対しまして、盾、メダル、

軟式球を贈呈し、大会を支

援致しました。また、「飯能

ＲＣカップ第３４回せせらぎ杯中学生卓球大会」

に対しまして、盾、メダル、試合球を贈呈し、

大会を支援致しました。卓話につきましては、

講師を「一般社団法人カプリチョーソ」理事の

熊坂汐莉さんにお願いし、カプリチョーソが実

施している〈地域の居場所〉としての「きまぐ

れ駄菓子屋」「子ども食堂」についてお話を頂き

ました。１年間ご協力有難うございました。

◎吉澤文男会員増強委員長

　鈴木（康）、内沼委員と担当。

会長方針である「希望を繋

ごう」を踏まえ、継承、発

展と充実した活動を維持し

ていく上で、魅力ある人材

が必要かと考え、あらゆる

年代、しっかりとした志の

ある方を推薦できるように、会長幹事にも同席

して頂きながら会議を重ねて参りました。お蔭

様で、皆様のご協力により鎌田泰由さん、服部

融亮さんの、２名の入会を達成することができ

ました。有難うございます。今年度、候補者リ

ストに挙がっておりました方を次年度・天ヶ瀬

委員長に引き継ぎまして、増強に繋げて頂けた

らと考えております。１年間ご協力有難うござ

いました。

◎増島宏徳会員選考委員長

　矢島（巌）委員と担当。量よ

り質ということで２名の素

晴らしい方をご推薦頂き選

考致しました。馬場会長に

は、もっと入れれば良かっ

たなという気持ちがあると

思いますが、やはり今どき

の状況を考えまして“いい人２人”というのも

よろしいのではないかということで、２名です

が、服部さんはもう定評がありますから、その

２名の方に頑張って頂いて、ＲＣを盛り上げて

頂きたいと思います。

◎小川晃男職業分類委員長

　細田（伴）、半田委員と担当。

割合最近入会された方も多

いので、「職業分類表」をひ

と通りチェックして直せる

ところは微調整して直し、

年度開始に間に合わせたと

いう状況でございました。

皆さんご承知の通り、本来ＲＣというのは職業

人の集まりでして、当初は“一業種一人”とい

う厳しい原則がございましたが、それは段々緩

やかになってきており、最近では職業の無い方

でもその奉仕というものに興味のある方であれ

ばＲＣに入会できるというふうな状況になって

おります。そういった「職業分類」に関する歴

史の流れについて、担当例会で私の方から卓話

を申し上げた次第でございました。１年間誠に

有難うございました。

◎町田誠一会報・広報委員長

　佐々木委員と担当。会報

の作成を中心に１年間活動

して参りました。皆さんご

存じの通り、会報の配付は

例会の内容を記録すると共

に、会員の方々に再確認し

て頂くことが目的でありま

す。西川さん、西脇さん、両事務局員の方と、

真野さんのご協力により、その目的を達成でき

たと自負しております。１年間ご協力有難うご

ざいました。

◎福島 毅雑誌委員長

　鳥居、中川委員と担当。

主に毎月の例会において各

月発行される「ロータリー

の友」の縦組・横組それぞ

れの中から、会員の皆様に

とって興味深いタイムリー

な記事やクラブの活性化に

役立つ情報を紹介する活動を行って参りまし

た。新しい事業としては「ロータリーの友」へ

の投稿に取り組みました。「１月号」縦組に掲載

された「内外よろず案内」〈チームポリオジャパ

ンによる不用白衣の寄付募集〉に応募し、ウェ

スト・ジョーダンＲＣに数十枚の白衣をお送り

しました。小さいことでもポリオ撲滅に寄与で

きると思っております。「５月号」の企画「うち

の子　特別版」に当委員会の投稿が記事として

採用されました。「飯能ＲＣ」の文字が「ロー

タリーの友」の誌面で目にできることをとても

嬉しく感じました。卓話につきましては、飯能

市内在住で全国的にも有名なフレンチシェフの

小峰敏宏氏をお呼びし、「フランス料理の魅力」

ということで卓話を頂きました。継続事業とし

ては、飯能市役所、市内図書館、行政センター

への雑誌配付を行いました。「ロータリーの友」

の発送は、今期途中までは「ヤマト運輸」の

「クロネコＤＭ便」でしたが、その廃止によって

「郵便局」の「レターパックライト」に変更し

ました。ここにご報告申し上げます。１年間、

会員皆様方にご協力を頂き誠に有難うございま

した。

◎土屋 崇ロータリー財団委員長

　和泉委員と担当。当初の

活動目標としては財団への

寄付、中学生卓球大会への

助成、「ロータリー財団月間」

の卓話、セミナーへの参加

ということでした。寄付に

つきましては例年通り、皆

様の人頭割りで２１０ドル

（前年と同じ）寄付をして頂きました。さらに、

特別寄付「ポールハリスフェロー」として沢辺

瀞壱会員、馬場正春会長より寄付を頂戴しまし

た。地区補助金は１千ドルを地区より頂きまし

て、卓球大会への助成を致しました。卓話は地

区ロータリー財団委員会統轄委員長の茂木聡様

より財団補助金についてお話頂きました。あと

は、地区大会、研修会、財団のセミナーへの参

加ということで活動して参りました。１年間ご

協力有難うございました。

◎本橋 勝米山記念奨学委員長

　森田委員と担当。地区の

渡邊藤男統轄委員長と共に、

（米山記念奨学事業は）奨学生

に単に奨学金を支給するの

ではなく、経験豊かなロー

タリアンがカウンセラーと

してケアに当たり、所属ク

ラブ全体の交流を通じて奨

学生はＲＣを学び、その活動や日本人の心に触

れて頂き、国際社会に出て活躍し、将来母国と

日本との懸け橋となって希望を繋ぐことのでき

るような優秀な奨学生を導き育てることが大事

だということで、その役割を果たすために活動

して参りました。今年度は世話クラブとして奨

学生を受け入れておりませんでしたが、６／１２

担当例会に富士見ＲＣから奨学生のロー．ティ

クイン チャンさんを招いて、「留学生から見た

日本の文化について」等の卓話をして頂きまし

た。「米山月間」には特別寄付を小川晃男パスト

会長、馬場正春会長、森健二会長エレクト、私

と、４名より頂戴しました。誠に有難うござい

ました。今年１年お世話になりました。


